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農林水産省登録　第22392号農林水産省登録　第22392号

マイクロカプセル化マイクロカプセル化でで
更に長く更に長く

優れた後食防止効果優れた後食防止効果をを

6.7ℓ入

殺虫剤分類 ４A



農林水産省登録  第22392号
成分：クロチアニジン（化管法1種）…………… 7.5%
　　　水等…………………………………… 92.5%
性状：類白色水和性粘稠懸濁液体
毒性：普通物（毒劇物に該当しないものを指していう通称）
包装：6.7ℓ×２
有効年限：３年

優れた後食防止効果優れた後食防止効果

適用害虫と使用方法

まつ
（生立木）

作物名 適用害虫名 使用時期 使用方法使用液量

３ℓ/10a

３ℓ/本
（樹高10m）

本剤及び
クロチアニジンを
含む農薬
４回以内

総使用回数※

成虫の
発生初期

希釈倍数

100～200倍

15倍

散布

無人ヘリコプター
による散布

マツノマダラカミキリ成虫

特長

■使用前にはラベルをよく読む。　　■ラベルの記載以外には使用しない。　　■小児の手の届く所には置かない。 

・使用前によく振って使用する。
・使用量に合わせ薬液を調製し、使いきる。
・激しい降雨の予想される場合は使用をさける（効果）
・マツノマダラカミキリ成虫防除は後食防止を目的とするものであり、成虫の
発生初期に時期を失しないように散布する（効果）

・無人ヘリ散布の注意
　♦各散布機種の散布基準に従う。
　♦散布機種に適合した散布装置を使用する。
　♦散布液が漏れないように機体の配管、散布装置を十分点検する。
・散布液量は、樹高10mのまつ１本当り３ℓを標準とし、木の大きさにより
適宜増減し、樹冠部を中心に全面に散布する（効果）

・使用量、使用時期、使用方法を守る。特に初めて使用する場合は、病害虫
防除所等関係機関の指導を受けることが望ましい。

効果・薬害等の注意
モリエートのマイクロカプセル化による効果

2008年（自社試験・茨城県）基礎試験

※印は本剤及び本有効成分を含む農薬の総使用回数の制限を示す。
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安全使用上の注意
・桑葉にかからないように注意（蚕毒）
・ミツバチに対する注意
　♦巣箱及びその周辺に飛散するおそれがある場合には使用しない。
　♦養蜂が行われている地区では周辺への飛散に注意する等、ミツ
　バチの危害防止に努める。

・散布器具、容器の洗浄水は河川等には流さない。空容器は環境に
影響を与えないよう適切に処理する。

・街路、公園などで使用する場合、散布区域に縄囲いや立て札をたて、
散布中及び散布後（最小限その当日）に関係者以外は立ち入らせない。
小児、人畜等に留意する。

魚毒性等… 使用残りの薬液が生じないように調製し、使いきる。
散布器具・容器の洗浄水は、河川等に流さない。

 また、空容器は水産動植物に影響を与えないよう
適切に処理する。

保　　管… 密栓し、直射日光をさけ、食品と区別して、冷涼な所。

●火災時は、適切な保護具を着用し水・消火剤等で消火に努める。
●漏出時は、保護具を着用し布・砂等に吸収させ回収する。
●移送取扱いは、ていねいに行う。

試験方法：300ppm薬液を散布８週間後に枝を採取し、マツノマダラカミキリに
　　　　　与えて７日間の累積殺虫率（死虫＋苦悶虫）を調査。

（2024年10月現在の登録内容）
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